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（規 則）
O人事院 規則 9 - 49 （調整手当）の一部を改正する人 事
院 規則 （人事院 9- 49-1 1) 
（平11. 2 . 8 官報第2561号）
O人事院 規則 9 -55 （特地勤務手当等）の一部を改正す
る人事院 規則 （同 9 - 55-48) （同上）
（告 示）
O大学入試に関し文部大臣が個別に指定した専修学校の
高等課程についてその名称を平成 7 年4 月 1 日から変
更した件 （文部30) （平1 1. 2 . 10  官報第2563号）
司司司l�
富山大学学長補佐設置要項の制定
富山大学学長補佐設置要項の制定理由 一
本学における大学運営の円滑化を図るため， 学長の職務を補佐する学長補佐を置き， その任務， 選考等について
必要な事項を定める。
富山大学学長補佐設置要項を次のとおり制定する。
平成11年 2月19日
富山大学学長補佐設置要項
平成11年2 月19日制定
（設 置）
第1 富山大学 （以下 「本学jという。） における大学
運営の円滑化等を図るため， 学長補佐2 人を置く。
（任 務）
第2 学長補佐は， 次の各号に掲げる事項をつかさどる。
(1) 学長から指示され た具体的な事項
(2) 別に定めるところによる全学委員会の委員長等の
職務
（選 考）
第3 学長は， 本学の専任教授のうち から学長補佐を指
名し， 評議会の承認を得る。
（任 期）
富山大学長 時 浮 貢
第4条 学長補佐の任期は2 年とする。 ただし， 再任を
妨げない。
2 前項の任期は， 学長の任期の範囲内とする。
3 任期の途中で学長補佐の交替があった場合， 後任の
学長補佐の任期は， 前任者の残任期間とする。
（その他）
第5 この要項に定めるもののほか， 学長補佐に関し必
要な事項は， 学長が定める。
附 則
この要項は． 平成11年2 月19日から実施する。
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第3回留学生センター設置準備委員会（ 2月 2 日）
（ 審議事項）
(1) 教員人事の方針等について
(2) セン タ ーの設置場所について
(3) セン ター に係る規則 等について
(4) セン ター長候補者の推薦方法等について
(5) その他
第4回将来計画委員会（ 2月4日）
（ 審議事項）
(1) 本学の理念について
(2) その他
第4国学園ニュー ス編集委員会（ 2月8日）
（ 審議事項）
(1) 第99号の編集内容について
(2) 新しい名称について
(3) その他
第5回入学試験実施委員会（ 2月9 日）
（ 審議事項）
(1) 平成11年度富山大学入学者選抜学力検査実施要項
及び 整理細 目について
(2) 平成11年度富山大学入学者選抜学力検査の検査場
について
第4回総合情報処理センター運営委員会（ 2月15日）
（ 審議事項）
(1) 富山大学総合情報処理セン タ ーが運用管理する端
末装置を有する各 部局サテラ イ ト端末室利用内規
（案）について
(2) 富山大学総合情報処理セン タ ー利用負担金 に関す
る内規（案）について
第4回留学生センター設置準備委員会（ 2月16日）
（ 審議事項）
(1) セン ターに係る規則 等について
(2) セン ター長候補者の推薦について
(3) その他
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第10回事務協議会（ 2 月16 日）
（ 議 題）
当面の諸課題について
第12田部局長懇談会（ 2月19日）
（ 議 題）
(1) 当面の諸問題について
(2) その他
第14回評議会（ 2月19日）
（ 審議事項）
(1) 富山大学学長補佐設置要項の制定について
(2) 富山大学水素同位体科学研究セン ター の設置準備
について
(3) 富山大学の理念について
(4) その他
第 1回国際交流会館運営委員会（ 2 月19日）
（ 議 題）
(1) 入居者の選考について
(2) その他
第7回数務委員会（ 2月22日）
（ 審議事項）
(1) 転学部・転学科制度の改善について
(2) 多様な学生像に対応した教育 シ ステムの確立につ
いて
第6回数養教育委員会（ 2 月24日）
（ 審議事項）
(1) 平成10 年度教養 教育経費の執行について
(2) 平成11年度教養 教育 におけるT A利用について
(3) 平成11年度教養 教育 非常勤講師任用計画（案） の
一 部変 更及び 資格審査について
第4回学寮委員会（ 2 月24日）
（ 審議事項）
(1) 寮生からの要求等について
平成11年3月発行 品ムザー 報 第410号
第6固環日本海地域研究センター運営委員会（ 2 月24日）
（協議事項）
(2) 水素同位体科学研究セン ター のセン ター 長及び 教
員選考規則 （案）について
(1) 富山大学環 日本海地域研究セン ター長の推薦につ (3) 水素同位体科学研究セン ター長候補者の推薦につ
いて いて
(2) その他 (4) 水素同位体科学研究セン ター教員候補者の推薦に
ついて
第5回水素同位体機能研究センター運営委員会 (5) 職員の併任について
(6) その他（議 題） ( 2 月24日）
(1) 水素同位体科学研究セン ター 規則 （案）について
~ 
ミJ
平成11年度 文部省在外研究員派遣者の決定
種 類 所 属 職 名 氏 名 主たる滞在地及び当該滞在地の 調 査 研 究 題 目
属する国名並びに派遣先の機関
イ ン デイア ナポリ ス 多機能表面創製によるフレッテイ
若 手 工 学 部 助 手 同様 正樹 （ア メリカ合衆国） ング疲労特性の改善に関する基礎
Purdue大学 的研究
ノて ン ク ー ノ＇＼ - 北米諸地域におけるアジア系移民
経済学部 教 授 飯田 剛 史 （カ ナ ダ） 社会形成と民族関係の展開に関す
プリティッシュ
コ
ロンピ
ア大学 る研究
長期（甲種）
ツ 一 ソ ン
工学 部 教 授 吉村 敏章 （ア メリカ合衆国） 有機硫黄化学に関する研究
ア リ ゾ ナ 大 学
ス トラ ス プー ル
希土類金属間化合物の磁性に関す
教育学部 教 授 清水 建次 （フ ラ ン ス ）
ル イ ・ パ スツール大学
る研究
短 期
コ二 ド モ ン ト
表面創製による疲労信頼性向上に
工学 部 教 授 塩津 和章 （カ ナ ダ）
ア ルパー タ 大 学
関する研究
派遣期間
11 . 10 . 1 
1 2. 7 . 3 1  
11 . 8 . 25 
12 . 6 . 24 
11 . 7 . 1 
12 . 4 . 30 
11. 9 . 1 
12 . 10 . 31 
11 . 7 . 26 
12 . 9 . 25 
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平成11年度 文部省内地研究員派遣者の決定
所 属 職 名 氏 名 受 入 機 関 研 � 題 目 派遣期間
甲子園大 学 アイデン テイテイの二重規範と世論操作 11. 5 .  6 人文学部 教 授 梅村智恵子
人間文化学部 （情報のコー ド化）の実証的研究 12. 2 . 29 
東京大 学 筆跡・料紙の鑑定等による東寺旧蔵古文 11. 5 .  6 
人文学部 教 授 富田 正弘 史料編さん所 書群の形成過程の復原 11. 11. 5 
名古屋大 学 11. 5 . 6 
経済学部 助教授 浅井 尚子 人身被害の法的救済
法学部 1 1. 11. 5 
京都大 学 計算機を用いた非合阿部分群についての 11. 5 . 6 理 学 部 助 手 幸山 直人
大 学院人間・環境学研究科 研究 12 . 2 . 29 
平成11年度 富山大学入学者選抜個別学力検査（前期日程）を実施
平成11 年度入学者選抜 前期日程の個別学力検査等が，
去る2 月25日（木）に各 学部検査場で実施さ れました。
当日は， 曇り空 ながら 交通機関の遅滞もなく， 試験開
始2時間前にはすでに受験生の姿が見え始め． 受付開始
の午前9時には， 各 学部入口の前は受験生でいっぱいと
なり検査は予定どおり実施さ れました。
企 試験開始を待つ受験生（教育学部検査場）
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前期日程の志願者数（個別学力検査を課さ ない経済学
部夜間主コースを除く。）は3,292 人， 受験者数は3,11 0 人
（欠席者182人） で受験率は94.5 %でした。 また， 私 費外
国人留学生も2 7人が受験しました。
なお， 前・後期日程及び私 費外国人留学生の入学 志願
者数は， 次表のとおりです。
企 試験を終え帰路につく受験生（ 工学部前）
平成11年3月発行 ...,_., 千 報 第410号
平成11年度 入学志願者数調
平 成 11 年 度
十主£． 前 期 日 手皇 後 期 日 程 全 日 手皇学科・課程 備 考音日 募集人員志願者数 倍 率 募集人員志願者数 倍 率 募集人員志願者数 倍 率
（人） （人） （倍） （人） （人） （倍） （人） （人） （倍）
人 文 旦ー「ι 科 42 189 4.5 15 120 8.0 5 7  309 5.4 
人 国際文 化 学 科 32 107 3.3 12 93 7.8 44 200 4.5 文
A寸音�ー; 言語 文 化 学 科 5 1  24 7 4.8 20 196 9.8 71 443 6.2 二主子． 音日 計 125 543 4.3 4 7  409 8. 7 1 72 952 5.5 
養学
校
学 校 教育系 22 4 1  1.9 9 85 9.4 3 1  126 4.1 
障害児教育系 6 14 2.3 3 25 8.3 9 39 4.3 
教
成 教 言語・社会系 20 69 3.5 9 55 6.1 29 124 4.3 
育
3果夏 自然・生活系 20 45 2.3 8 53 6.6 28 98 3.5 
程員 芸術・体育系 15 63 4.2 7 83 11.9 22 146 6.6 
品寸£．ー 
課総 情報教育コース 10 30 3.0 4 50 12.5 14 80 5. 7 
部 t口』
環境教育
コ
ー
ス 4 13 3.3 3 25 8.3 7 38 5.4 教
程育 生産スポーツコース 4 15 3.8 3 37 12.3 7 52 7.4 
寸且＇： 音日 言十 101 290 2.9 46 413 9.0 14 7 703 4.8 
畳 経 済 学 科 100 381 3.8 31 269 8. 7 131 650 5.0 
間 経 営 学 科 76 294 3.9 24 136 5. 7 100 430 4.3 主
u コ 経営法学科 64 416 6.5 20 229 11.5 84 645 7. 7 
i斉 ス 計 240 1,091 4.5 75 634 8.5 315 1, 725 5.5 
夜 経 済 学 科 2 22 1 1.0 4 19 4.8 6 4 1  6.8 
寸兵以．ー 間 経 営 学 科 2 39 19.5 5 28 5.6 7 6 7  9.6 王
部 コ 経営法 学科 2 40 20.0 5 29 5.8 7 69 9.9 
ス 計 6 101 16.8 14 76 5.4 20 1 77 8.9 
寸＝一 音日 計 246 1, 192 4.8 89 710 8.0 335 1,902 5. 7 
数 会寸且．ー 科 28 158 5.6 6 40 6. 7 34 198 5.8 
物 理 戸十主ム 科 26 5 1  2.0 6 29 4.8 32 80 2.5 
理 化 寸A以．ー 科 2 7  91 3.4 7 82 11. 7 34 1 73 5.1 
寸ふ以．ー 生 物 寸，，，ー，． 科 23 104 4.5 5 76 15.2 28 180 6.4 
音日 地球 科 学 科 29 77 2.7 9 77 8.6 38 154 4.1 
生物園環境科学科 19 71 3. 7 5 62 12.4 24 133 5.5 
泣寸んー 部 計 152 552 3.6 38 366 9.6 190 918 4.8 
電気電子
システム工学
科
55 110 2.0 18 165 9.2 73 2 75 3.8 
知 能 情 報工学科 46 134 2.9 16 201 12.6 62 335 5.4 
機械知能
システム工学
科
54 264 4.9 18 141 7.8 72 405 5.6 工
物質生命
システム工
学科
9 7  2 70 2.8 31 12 7 4. 1 128 39 7 3.1 
計 252 778 3. 1 83 634 7.6 335 1,412 4.2 
寸λu．ー 去
科
－.，... 手寸首
門
γ 3 電気電子システム工学科 2 7 3.5 2 7 3.5 
知能情報工学科
2 1 7  8.5 2 1 7  8.5 業京校高 接種知能システム工学科 2 7 3.5 2 7 3.5 音日 生 ・ 物質生命システムI学科 2 7 3.5 2 7 3.5 選総
抜合 言十 8 38 4.8 8 38 4.8 
A寸4ー 書店 計 260 8 16 3.1 83 634 7.6 343 1,450 4.2 
止口詠 計 884 3,393 3.8 303 2,532 8.4 1, 187 5,925 5.0 
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平成11年度 私費外国人留学生入学志願者数調
人
文
寸
部
,,,,_ ー
教
＝同"" 
戸寸ιー
音日
経 五同'--
j斉 主問
止寸Z．ー コ
部l ス
異動区分
昇 任
退 職
育児休業
学部 ・ 学科・課程
人 文 寸ユ話 ．ー 科
国 際 文 化 芹寸ιー 科
言 言苦 文 化 十主以． 科
養学
成義
課夏
手呈員
課総
三口込
教
程育
者主
経
経
言十
学 校 教 育 系
骨 骨 骨 ・ － － ·，合，，，，，，ー・・ー・.ー ，，－－－－－－－－－－－－－－－
障害児教 育系
・． ． ．．．． ， ． ． ． ． ． － － ・ ・ ー ・ ー ・ ． ． ． ． ． ．‘－－－－－－－－－
言語 ・ 社 会系
・・・ ・・・・・・ ・・・・・・合唱・－··・. .....・.....‘a・..“ ・
自然 ・ 生 活系
- - - - - - ····－－－－－－・ ー ・ ． ・ . . ’ ーー ー ー ー ー ーーーーー，，
芸術 ・ 体 育系
情 報 教 育コ ー ス
- - - - - - - ·  a，晶···· ··’・..・p ．司・・p・ ・・......トー・・ー・．
環 境 教 育コース
骨 骨 骨 ・ ・ . . . ー－ ー，，，，.・・・.....ーーーーーー..，，・・・a
生涯スポーツコース
計
i斉 学 科
営 Lみ子と，. 科
営 法 学 科
言十
発令年月日 氏 名
11 . 3 .  1 康林 茂樹
1 1. 2 . 13 高桑 幸子
11 . 2 . 20 近藤 俊彦
，， 高山 恭一
，， 油井 晶代
，， 熊谷さおり
，， 烏先 厚至
，， 大橋 正浩
，， 中根 ー剛
，， 加藤 奏
11. 3 .  1 ii支遁 美佳
11 . 2 . 13 脊戸みち る
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志願者数 備 考 学部 ・ 学科 ・ 課程 志願者数 備 考
3人 数 寸且んー 科 0人
理 物 理
ぶ寸uー． 科 。
。 化 寸，，，ー. 科 。
4 寸，，，ー， 生 物 寸；＝， 科 。
。 地 球 科 ：与子と，. 科 。
－－ー・b .....ー・・・4・・・.... 部。 生 物圏環 境 科 学 科 。
－－－－－－－－ーー・・・ ． ． ． ． ． ． ． ．。 計 。晶a‘・ ． ．‘ ・‘・... .....・ . . .。 電気電子シ ステム 工 学科 2 
’ーー・・b・b・・・..，・ー－ ー ． ・ ··－
1 工 知 能 情 報 工 学 科 2 
。 A寸＂.： 機械知能シ ステム 工 学科 4 ・・ー ー・ーーーーーーーー ， ··－··－。 部 物質生 命 シ ステム 工 学科 。
a・ーーー，．ー，.........‘.。 言十 8 
A口、 計 3 2  
5 
11 参考：志願者の 国 別内訳
3 中 国 27人， 韓 国 2人， マ レ イシア 2人，
19 ウeェト ナム l人
ミ』昌三）�
異 動 前 の 所属 官 職 異 動 内 ’合Z晶士・
助 手 金沢大学 工 学部 講 師 工学部（ 知能情報工学科知能システム工 学）
教 諭（教育学部 附属養護学校） 平成11年2月1 2日限り任期満了により退職
事務補佐員 平成11年 2月19日限り退職（附属図書館情報サービス課情報サービス係）
，， イシ
，， ,, 
，， 今
，， ぞシ4訟 。
，， イシ
，， ，， 
教務補佐員 （人文学部 ・理学部化学科） 平成1 1年 2月 28日限り退職
教 諭（教育学部 附属養護学校） 職務復帰
平成11年3月発行
尚子
報 第410号
昌司）��
学 部 長 の 改 選
＜教育学部長に塚野教授を選出＞
田中晋教育学部長の任期が，
平成11年3 月30日で満了するこ
とに伴い， 教育学部教授会は，
去る2月1 7日（却に次期学部長候
補者の選挙を行いました。
その結果， 塚野州一教授が選
出されました。 任期は． 平成11
年 3 月31日から2年間。
塚野教授は， 昭和40年3 月 東京学芸大学学芸学部を卒
業， 同43年3 月 東北大学大学院 教育学研究科修士課程を
修了， 同4 5年11月 東北大学大学院 教育学研究科博士課程
を退学後， 同年同月 東北大学教育学部助手に採用となり，
同49年4 月富山大学教育学部講師， 同 51年 5月 間助教授
を経て， 平成 元年4 月 同 教授となり， 平成 7 年3 月 から
評議員を併任され ， 現在に至っています。
専門は， 発達心理学。 心理学博士（筑波大学） 。
新潟県出身。
（就任の抱負）
教育学部は， 平成 9 年度に続いて平成11年度にも改組
を行い， 従来の2課程から， 新たに学校教育 教員養成 課
程， 生涯教育課程， 情報教育課程としてスタートをいた
します。また， 教育職員免許法 の変更に伴い， カリキュ
ラムも改めます。 さらに 全学的には大学審 議会の答申
に対応した教育改革が進行しています。
このような変動の時期にあたり学部の運営を考えたと
き， 学部の全 スタッ フの衆知を集めることがとりわけ大
切で． それ には． 改革に関係した情報を正確に早くつか
み， 学部の先生方に提示することが欠かせないと考えま
す。
本学部の多様な分野や領域で， 教育に係わる質の高い
人材養成 という目的は， 生涯学習社会を迎えて． ますま
す重要になっているはずです。 その目的達成 のために
まず学部の全スタッ フの潜在力を引き出す条件 整備に務
めたいと考えています。
＜理学部長に庚岡教授を選出＞
風巻紀彦理学部長の任期が，
平成11年3 月31日で満了 するこ
とに伴い， 理学部教授会は， 去
る2月1 7日（別に次期学部長候補
者の選挙を行いました。
その結果， 居者同公夫教授が選
出されました。 任期は， 平成11
年4 月 1 日から2年間。
贋岡教授は， 昭和36年3 月京都大学理学部地質学鉱 物
学科を卒業， 同38年3 月京都大学大学院理学研究科修士
課程を終了後， 同年10月 大阪大学基礎工学部助手に採用
となり， 同46年1 月福井大学教育学部助教授， 同53年4
月富山大学理学部教授となり， 平成 9 年 5月 から評議員
を併任され， 現在に至っています。
専門は古地磁気学。 理学博士（京都大学）。
大阪府出身。
（就任の抱負）
岩石や土がもっ残留 磁化を読み取って， それ に記録さ
れている昔の地磁 気を調べてきました。20億年前から幕
末・ 明治まで， 時間軸を行ったり来たりして， いろいろ
な時代の地磁 気の変動を調べてまいりました。沢山の興
味深い測定デ ターがたまっておりまして， それらをこれ
からまとめようとしていた矢先に， 学部長という大役を
仰せっかり当惑しているというのが実情です。 また． 大
学改革や 独立法人化の問 題など， この大変な激動の時 期
をどうしたら乗り切れ るのか 大変重い責任を感じてい
ます。
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幸い， 前任の風巻紀彦 先生をはじめ， 歴代の学部長の
先生方の御努力で， 理学部は着々と充実して参り， 念願
であった理工学研究科博士後期課程も昨 年発足しました。
今後の課題は， 校舎の改築をはじめとして， 研究・教育
報 第410号
の環境整備とそのより一層の質的向上であると思います。
新しい世紀に向かつて， 基礎科学の充実を目指して努力
して参る所存ですので， 理学部の皆様はもとより， 大学
をあげて， ご支援いただきますようお願い申し上げます。
＜工学部長に宮下教授を再選＞
宮下尚工学部長の任期が， 平
成11年4 月1 日で満了すること
に伴い， 工学部教授会は， 去る
2 月1 7日闘に次期学部長候補者
の選挙を行いました。
その結果， 宮下尚教授が再選
されました。 任期は， 平成11年
4 月 2 日から2 年問。
宮下教授は， 昭和36年3 月 同志社大学工学部を卒業後，
同年5 月京都大学助手， 同43年4 月富山大学工学部助教
授， 同62年4 月 同 教授となり， 平成 6 年4 月 から同 9 年
3 月まで評議員， 同 9 年4 月 から 工学部長を併任され ，
現在に至っています。
専門は， 移動現象（伝熱工学）。 工学博士（京都大学）。
富山県出身。
（ 就任の抱負）
これから2 年間 ， 工学部長として続投することになり
ました。
l期目には勢い余って， 工学部の将来に夢や目標を抱
き， 創造性とチャレンジ精神を存分に発揮できるような
フレッシュな若者を世に送り出したい旨のことを語った
と思います。 そして， そのためには研究・教育， 管理 ・
運営の環境は十分でぶはないので， その整備に少なからず
貢献したいことも記しました。 お蔭様で先輩や 同僚の先
生方． そして事務職員の皆様方のご支援を賜り， 多少は
前進し， 改善の兆しが見えてきたかなぁと思っておりま
す。 しかしながら， まだまだや るべきことが山積してお
り， さらに怒涛のごとき改革の波が押し寄せてきており
ます。21世紀に向けての教育 環境には大変厳しいものが
あり， 大学全体で考えていかなけれ ばならないものばか
りですが． 工学部は. 21世紀の教育 状況を踏まえ， 前向
きに対 処していき， 大学の生き残り， 更には大学の勝ち
残りを模索していきたく思っています。
昨 年4 月 に大学院 博士課程が理工学研究科となり． 富
山大学では初めて2 学部に跨がって教育・研究を進める
ことになりました。 理学部と共生して科学技術の進展に，
地域社会の発展に協力をしていくべきと考えております。
皆様のご協力を仰ぎながら全力で努力する所存ですの
で， これからもよろしくお願いいたします。
大学改革に関する講演会を開催
附属図書館では， 去る2 月22日（月）図書館職員を対象に，
「大学図書館における組織 ・ 機構の改善」と題して講演
会を開催しました。
この講演会は， 組織機構の簡素化・ 効率化を図り， 新
たな学術情報流通環境の変化に対応した図書館運営の在
り方を探るもので， 講師に 筑波大学図書館部内藤英雄情
-10-
報管理課長を迎え， 25人が出席し， 1時間30 分にわたる
講演を熱心に聞き入り， 大学改革に関する認識を深める
ことができました。
なお， 来る3 月 1 日例）には「大学改革と21世紀の図書
館」と題した講演会を予定しています。
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渡航の 種類 所 属 職名 氏 名 渡 航 先 国 目 的 期 間
外国出張
「地方都市における階級・階層構 11. 2.24 
教育学部 教 授 奥 村 義 雄 ア メリ カ合 衆国 造と地域的・社会的移動の実証的研究jについてレビ、ユーを受ける
ため 11. 3. 8 
理 学 部 教 授 小 林 武 彦 ア メリ カ合 衆国 溶岩流の形態解析の ワークシヨツ
11. 2.28 
プに出席， 研究打合せ 11. 3. 6 
水素同位 11. 2.28 
体機能研 教 授 渡 辺 国 昭 ド イ トリチウム廃棄物の処理処分に関
究センター
ツ する調査研究 11. 3.14 
海外研修 工 学 部 助教授 西 村 克 彦 オ ー ストラ リ ア 低温核偏極による希土類金属間化
11. 2. 4 
合物の磁性研究 11. 2.13 
人文学部 外国人 ロゴ ーズ ナヤ ロシア連邦， イタリア イルク ー ツク大 学， ロシア語研究
11. 2.12 
教 師 ニー ナ 所等における調査 ・ 研究等 11. 3.12 
��［！）� く新任者住所〉
音日 局 名 月後 名 氏 名
教 育 学 部
臨 時用務員
松 井 輝 代（鮒属学校炊婦）
講 自市
経 済 学 部
（比較経済論）
堀 江 典 生
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富山大学名誉教授
本学名誉教授桑田秋水氏が， 平成11年2 月 5 日に逝
去されました。享年9 7歳。
同氏は， 大正14年3 月京都帝国大学理学部化学科を
卒業し， 同年同月兵庫県御影師範学校教諭心得となり，
同年9 月兵庫県御影師範学校教諭， 同15年1 月富山高
等学校教授を歴任し， 昭和2 4年5 月富山高等学校の富
山大学包括に伴い， 同年6月富山大学講師兼職， 同25
年3 月富山大学文理学部講師， 向37年11月 同 教授とな
り， 同 42 年 3 月31日限り， 停年により退職され ， 同年
5 月本学発展のために尽力した功績により， 富山大学
名誉教授の称号が授与されました。
富山大学退職後は． 金沢経済大学教授に招聴され．
同 大学附属図書館長に 就任， 同5 7年3 月31日同 大学を
退職し， 同年4 月 同 大学の発展に尽力した功績により，
金沢経済大学名誉教授の称号が授与されました。
この間， 多年にわたり高等教育 に貢献した功績によ
り． 昭和47年11月 3 日勲三等旭日中綬章が授与されま
した。
また， 大正14年兵庫県御影師範学校に奉職以来， 5 7
年の永きにわたり， 教育 ・ 研究に一身を奉じ， 卓越し
た教育者 ・ 研究者として信頼と尊敬を受け． 豊 かな学
識と深い温情をもって学生の教育と指導にあたり， 数
多くの有為な人材の育成 に貢献されました。
さらに， 教育行政面にあっては， 昭和40年6月 から
同42 年 3 月 までの2 年間評議員を併任し， 本学の管理
運営に尽力されました。また昭和42年 4月金沢経済大
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学教授に就任と同時に岡大学附属図書館長を兼務し，
同48年3 月までの6年間同学園の教育理念である 「誠
実にして社会に役立つ人間 の育成 」を広く深く浸透さ
せるとともに， 創設期 にあった同 大学図書館の充実 に
尽力し， 今日の同学園の基盤づくりに貢献するなど私
学振興にも貢献されました。
一方， 研究分野は， 主として重金属イオンの微量定
量方法 の開発研究であり カドミウムの間 接比色定量
及び銀の間接比色定量の研究を行い， 定量方法 の開発
に寄与されました。 さらに， E B族塩化物の水溶液の
ラ マンスペクトルやモノ及び ジ フル オ ロ， リン酸アン
モニウムの赤外線吸収スペクトルの研究を行い， 化合
物の構造研究に尽力されました。また， 多年にわたる
教育の経験に基づき， 大学の一般教育における化学 教
育について， 一 般教育課程における学生の化学に対す
る理解力を高校次代における選択科目と関連づけ， ま
た大学における学生の所属学部とも関連づけて考察し，
今日の化学教育の在り方に重要な示唆を与えられまし
た。
他方， その専門分野における社会的活動にも見るべ
きものが多く， 富山県危険物取扱主任試験委員会委員
及び富山市安全協会顧問 として災害防護 に力を尽くし，
特に， 火災予防の普及， 安全管理意識の高揚に多大の
貢献をなし， その功績により， 昭和44年 7月消防庁長
官表彰（多年火災予防の普及等に尽力した功績）， 同
45年1 1月富山県 知事表彰（危険物行政の基礎を確立し，
試験委員として試験の充実向上に努め， 安全管理 意識
の高揚， 消防科学の向上等， 火災防護 に尽くした功労），
同年同月富山市長表彰（永年にわたり危険物取扱主任
者の育成 及び 危険物行政の基礎確立に尽くした功績）．
同46年 7月 内閣総理大臣表彰（安全思想の普及徹底及
び 安全水準の向上に顕著な功労）を受賞されました。
ここに， 同氏の御功績を偲び 顕彰するとともに， 御
冥福を祈り， 謹んで哀悼の意を表します。
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* 部｜ 教授会 （人事）研究科委員会
2 月 1 日 第8 回大学改革推進委員会教員人事専門委員会 人文学部長候補者選挙管理委員会
第 7 回教養 教育委員会企画専門委員会 19日 学部予選委員会 （持ち 回り）
2 日 北陸地区施設部課長事務連絡会議 （金沢大学） 24日 教授会
第9 回大学改革推進委員会教員人事専門委員会 教授会 （人事）
3 日 教養教育委員会3 専門委員長打合せ 研究科委員会
施設部課長連絡会 （名古屋工事事務所） 2 5日 人文学部長候補者選挙管理委員会
就職に関する講演会
5 日 学内会計監査 （工学部， 地域共同研究セ ンター） 教 育 学
国立大学学生部長・ 学生指導担当副学長会議
（東海大学） 2 月 3 日 学部予算委員会
介護 等体験実施富山県連絡協議会 （富山県民 附属小学校入学者第2 次選考 （抽選）
会館） 4 日 附属中学校入学者第2 次選考 （抽選）
8 日 学内会計監査 （人文学部， 理学部） 5 日 後学期授業終了
9 日 学内会計監査 （教育学部， 経済学部） 10日 平成11年度大学院 教育学部研究科入学者選抜
10日 学内会計監査 （事務局， 附属図書館） 試験 （第2 次募集 ）
大学開放担当課長会議 （ 国立 オ リ ンピック記 学部将来計画委員会
念青少年総合セ ン タ ー） 教育実習検討委員会
12日 第 7 回自己点検評価委員会研究活動等専門委 12日 学音I 教務委員会
員会 1 7日 学部入学試験委員会
1 7日 教務委員会・学生生活協議会合同 委員会 研究科委員会小委員会
18日 第8 回大学改革推進委員会管理運営専門委員会 研究科委員会
第11 回教養 教育推進特 別委員会 学部長候補者選挙
中部地区研修担当官会議 （名古屋合同庁舎） 教授会
19日 第2 回教養 教育委員会管理運営専門委員会 19日 教育学研究科合格発表 （第2 次募集 ）
第14 回 国際交流委員会留学生部会 附属養護学校教育 実践研究会
パソ コ ン講習会 22日 拡大教育 実習検討委員会
22日 第10 回大学改革推進委員会教員人事専門委員会 教育実習検討委員会
23日 第 5 回セ クシュアル・ハラ スメント等対応検 24日 学部将来計画委員会
討委員会
経 j斉 品寸見ー
人 文 ふ寸＝ー
2 月 8 日 独立大学院 博士課程設置に伴う合同打合せ会
2 月 5 日 教授会 10日 人事教授会
学部将来計画委員会 研究科委員会
学部公開講座委員会 教授会
8 日 独立大学院 研究科 （博士課程）設置に関する 1 7日 生涯学習・広報委員会
人文学部と経済学部の合同委員会 19日 情報処理委員会
10日 教授会 22日 学部教務委員会
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学部入学試験委員会
23日 学部 国際交流委員会
将来構想等検討委員会
人事教授会
研究科委員会
教授会
24日 図書等委員会
附属図書館
2 月22日 大学改革に関する講演会
｜ 地域共同研究センター ｜ 
2 月 1 日 大学院生教育講座
8 日 地域共同研究センター 運営委員会
E里 み孟阜‘二子
UU 
生涯学習教育研究センター ！
2 月 9 日 第3回公開講座専門委員会
23日 第4回公開講座専門委員会
2 月 3 日 学部教務委員会
9 日 学科長会議
17 日 教授会
理工学研究科博士前期課程理学部会
教授会（人 事）
理工学研究科博士後期課程部会
22日 学部予算委員会
学科長会議
総合情報処理センター
2 月 8 日 企画運営専門委員会
｜ 工 学
__!J
2 月 2 日 学部施設整備委員会
3 日 機器分析 センター 運営委員会
8 日 学部教務委員会
9 日 平 成11 年度大学院理工学研究科博士後期課程
入学試験（第2 次募集）
9 ～ 10 日 平 成 1 1 年度大学院理工学研究科博士前期課程
入学試験（第2 次募集）
10 日 教授会
教官懇談会
17日 機器分析 センター運営委員会
教授会（学部長候補者選挙）
理 工 学研究科博士前期課程 工学部会
理工学研究科博士後期課程部会
19日 理工学研究科合格発表（第2 次募集）
26日 学部カリキュラム検討小委員会
印制 所
富 山 大 学庶務 部庶務 課
富山市五福3 1 9 0 
あけぼの企 画株式会 社
富山市住吉町 1丁目5 - 18 
電 話（2 4) 1 7 5 5附
編 集
-14-
